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推定値593.96
漸近分散0.23897
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所得分布関数の推定は，可能な限り多くの情報を用いるために，ＧＭＭによる方法を用いる難3°例え
ば，最尤法による所得分布関数の推定では，データとして各階級の度数のみを用いることが多い。しか
し，階級の境界がないデータでは，その分だけ情報の欠落が発生する。福井(2011)で示されるＧＭＭ
による方法では，階級の度数だけでなく，階級平均も推定の際のデータとして利用可能であり，上記の
最尤法よりも多くの情報に基づいて推定を行うことができる。
推定の初期値として，？oを全体の平均である597,？1を１，中２と申3を１０－５としている。これは，表
３の結果を参考にしている。また，最下位階級の下限を０，最上位階級の上限を3000,元を５９７とする。
表５は，パラメータの推定結果である。図２は，表５のパラメータに基づく一般化ベータ２分布の密
ある。この場合，ｘの値が小さいと△ｘの値もさらに小さくなり，数値微分の誤差が拡大する可能性がある。これは，準ニュー
トン法による最適化を行う際に大きな問題となる。
本研究の推定において，表３の結果から明らかなように．におよび？３の推定値が極めて小さな値になりうるため・最
適化の過程で数値微分に大きな誤差が発生し，解が得られない可能性がある。そこで，最初に，微分を使わない最適化手法
（Nelder-Mead法）を用いて一時的な推定値を求め．パラメー タのスケー ル調整を行った。その結果が,式(5)である。その後
式(5)を用いて，準ニュートン法による推定を試みている。
･3詳細は，福井(2011）を参照。
図２推定された一般化ベータ２分布の密度関数
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表７境界値の推定結果
表６度数．および階級平均の推定結果
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度関数である。また，表６では，度数および階級平均の実際の値と推定値を，表７は階級の境界につい
て実際の値と推定値を，それぞれ比較している。
図２および表６から明らかであるように，推定された所得分布関数は実際のデータをある程度説明で
きていると考えられる。最上位階級の階級平均については，実際の値と推定値との間の飛離が見られ
る。これは，最上位階級で上限と下限の幅が広く，階級平均の分散が大きいことが原因であると考えら
れる。
また，表７より，階級の境界についても実際の値と推定値との間の差は小さい。最も大きい境界に関
して，実際の値と推定値との間に他の境界よりも大きな差が見られる。これは，最上位階級の階級平均
における飛離と同様の理由に基づく。
境界の位置 境界値
推定値実際の値
Ｉと１１の間
Ⅱと111の間
IⅡと１Ｖの間
1ＶとＶの間
ＶとＶIの間
ＶＩとＶ11の間
ＶIＩとＶⅡIの間
ＶIⅡとＩＸの間
IＸとＸの間
270.7
334.9
385.71
439.27
500.61
575.65
670.1
794.91
1022.9
境界値のない階級別所得データにおける所得分布関数の推定
４まとめ
各世帯の年間収入や消費額のデータは，階級ごとに集計され公表されることが多い。日本の公的機関
によって公表されるデータのほとんどは，各階級の境界について明示されている。しかし，他の国で公
表されるデータなどでは，各階級の境界が記録されていないものも存在する。それらのデータを用いて
所得分布を推定する場合，本研究の方法が有用となりうる。また，提示した方法は所得分布の形状およ
び境界の値について，一定の説明力を持つものであり，意義のある手法であるといえる。
今後は，階級の境界がない他のデータに対して推定を行い，推定方法の改良などを試みる。
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